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２０１８(平成３０)年度 法学既修者入学試験問題（２月試験） 

 

商 法 

 

(９０分，総点１００点) 

 

 

試験開始の指示があるまで開かないこと 

 

注意 

１．問題冊子は，表紙及び余白を含めて４ページで，問題は２問ある。 

２．解答用紙は２枚配布する。解答は解答用紙に記入し，解答の末尾には，「以上」と明記

すること。また，用紙が不足した場合には，追加の用紙を配布するので，挙手して監督

者に知らせること。 

３．下書き用紙として，白紙を１枚配布する。ただし，下書き用紙の提出は認めないので，

必ず解答用紙に清書して提出すること。 

４．解答用紙への受験番号，氏名記入は，監督者の指示によること。また，「管理番号」欄

は，大学側が使用するので受験生は記入しないこと。 

５．問題の内容に関する質問には，応じない。 

６．試験時間内の退場はできない。なお，試験中の発病等やむを得ない場合には，挙手によ

り監督者に知らせ，その指示に従うこと。 

７．試験終了後は，監督者の指示があるまで，各自の席で待機すること。 

８．問題冊子及び下書き用紙は，各自で持ち帰ること。 
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〔問題１〕下の問（１）～（３）に解答しなさい。（各 20点，合計 60点） 

 

（１）Ａは発起人として株式会社の設立手続を発起設立の方法で進めており，Ａ保有の

土地（時価１０００万円）を出資の目的物とする予定である。このような出資の際

に，Ａはいかなる手続をとるべきか，条文を挙げながら簡潔に説明しなさい。 

 

（２）Ｐ株式会社の代表取締役Ａは，Ｐ社の株主Ｂに株主総会で会社側提案に賛成して

もらう見返りの意味で，Ｂ所有の土地（時価１０００万円）を１５００万円で購入

した。①Ｐ社はＢにいかなる請求ができるか，②ＢはＰ社にいかなる請求ができる

か，条文を挙げながら簡潔に説明しなさい。 

 

（３）Ｐ株式会社は取締役会設置会社であり監査役設置会社である。Ｐ社には監査役が

Ｂ，Ｃ，Ｄの３名いるが，Ｐ社の代表取締役Ａは，３名のうちの任期満了をむかえ

た監査役Ｄを再任せず，ＥをＤの後任にしようと考えている。Ａはいかなる手続を

とるべきか，条文を挙げながら簡潔に説明しなさい。 
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〔問題２〕次の文を読み，下の問に解答しなさい。（40点） 

 

 Ｐ株式会社（以下「Ｐ社」という）は公開会社であり，取締役会設置会社である。Ｐ社

の株式は証券取引所には上場していないが，ここ１年ほどのＰ社株式の客観的価値は，１

株あたり９５０円～１０５０円で推移しており，２０１７年５月３１日現在の株式価値は

１株あたり１０００円であった。Ｐ社の代表取締役Ａは，取引先のＱ社との関係を深める

とともに，本社改築のための資金を調達するために，払込金額を１株あたり７００円，払

込期日を２０１７年６月３０日とする新株をＱ社に対して発行することとした（以下「本

件新株発行」という）。Ａは６月１０日に上記を内容とする適法な公告をしたうえで，取

締役会決議を経たうえで，本件新株発行をなした。 

 

問 

Ｐ社の株主Ｂが，７月１０日において本件新株発行の効力を否定するためにとると考

えられる手段について条文を挙げながら述べたうえで，Ｂの主張が認められるかを，判

例の立場をふまえたうえで検討しなさい。なお，Ｂは６月中には何らの手段をもとって

いなかったものとする。 
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余白 

 


